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所
長
の
ひ
と
り
言 

―

地
方
創
生―

 

 

日
頃
は
弊
社
取
り
扱
い
各
紙
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
所
長
の
横
山
で
す
。「
所
長
の
ひ
と
り

言
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
私
が
皆
様
と
共
有
し
た
い
記
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

「
『
楽
し
い
日
本
』
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
の
核
心
は
『
地
方
創
生
２
・
０
』
で
す
。
こ
れ
を
『
令
和
の
日
本
列
島
改
造

論
』
と
し
て
強
力
に
進
め
ま
す
。」
と
、
先
月
２
４
日
、
初
の
施
政
方
針
演
説
で
語
っ
た
石
破
茂
首
相
。
石
破
首
相
は
、
そ
の

演
説
の
３
割
を
地
方
創
生
に
割
き
ま
し
た
。
列
島
改
造
の
５
本
柱
は
、
①
若
者
や
女
性
に
も
選
ば
れ
る
地
方
②
産
官
学
の
地
方

移
転
と
創
生
③
地
方
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
生
構
想
④
新
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
⑤
広
域
リ
ー
ジ
ョ
ン
連
携―

で
す
。
５
本
柱

に
な
ん
の
異
議
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
現
へ
の
道
の
り
は
容
易
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
総
務
省
が
１
月
３
１
日
に
公
表
し
た
住

民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
２
０
２
４
年
の
人
口
移
動
報
告
を
み
る
と
、
東
京
一
極
集
中
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
記

事
に
よ
る
と
、
２
４
年
の
東
京
都
の
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上
回
る
「
転
入
超
過
」
は
７
万
９
２
８
５
人
と
、
前
年
か
ら
１

万
１
０
０
０
人
拡
大
。
東
京
圏
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
）
で
の
転
入
超
過
は
１
３
万
５
８
４
３
人
と
前
年

よ
り
９
３
２
８
人
増
え
ま
し
た
。
都
道
府
県
別
で
み
て
も
、
転
入
超
過
と
な
っ
た
の
は
東
京
都
の
ほ
か
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

神
奈
川
県
、
山
梨
県
、
大
阪
府
、
福
岡
県
の
７
都
府
県
の
み
で
し
た
。
ま
た
、
東
京
へ
の
流
入
は
女
性
と
若
者
が
多
い
よ
う
で

す
。
東
京
都
の
転
入
超
過
数
の
う
ち
女
性
が
５
３
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。 

 

日
経
新
聞
名
物
コ
ー
ナ
ー
、
経
済
教
室
面
に
て
「
あ
る
べ
き
地
方
創
生
と
は
」
が
施
政
方
針
演
説
直
前
の
１
月
２
０
日
か
ら

３
日
に
渡
り
連
載
さ
れ
ま
し
た
。
石
破
首
相
が
初
代
地
方
創
生
担
当
相
に
就
任
し
た
の
が
２
０
１
４
年
。
３
人
の
識
者
が
こ
の

１
０
年
を
振
り
返
り
、
あ
る
べ
き
地
方
創
生
を
語
り
ま
す
。
以
下
、
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。 

初
日
は
、
片
山
義
博
・
大
正
大
学
特
任
教
授
の
「
地
域
の
主
体
性
向
上
が
不
可
欠
」
で
す
。 

こ
の
１
０
年
、
地
方
創
生
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
番
の
理

由
は
、
多
く
の
自
治
体
が
地
域
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
地
方
創
生
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

国
は
自
治
体
に
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
本
来
な
ら
、
地
域
み
ず
か
ら
が
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る

に
は
ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
か
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る
雇
用
創
造
に
は
ど
ん
な
施
策
が
有
効
か
、
な

ど
地
域
を
あ
げ
て
真
剣
に
考
え
、
将
来
像
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有
す
べ
き
だ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
自
治
体
が
、
地
域
と

は
縁
の
な
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
に
依
存
し
て
し
ま
っ
た
。
結
果
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
の
移
住
促
進
や
観
光
な
ど

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）
の
取
り
込
み
な
ど
判
で
押
し
た
よ
う
な
内
容
の
総
合
戦
略
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

地
域
の
こ
と
を
一
番
よ
く
知
る
の
は
地
域
自
身
だ
。
抱
え
る
問
題
は
何
か
、
解
決
に
は
何
が
必
要
か
、
人
材
や
資
源
で
足
ら

な
い
も
の
は
何
か
。
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
り
ま
と
め
る
の
は
自
治
体
だ
と
し

て
も
、
経
済
界
や
大
学
は
も
と
よ
り
地
域
の
様
々
な
主
体
、
年
齢
層
で
言
え
ば
、
将
来
を
担
う
若
い
人
た
ち
を
交
え
て
互
い
に

知
恵
を
出
し
合
う
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
大
切
で
あ
る
。 

 

問
題
は
自
治
体
側
だ
け
で
は
な
い
。
国
の
対
応
の
拙
さ
も
指
摘
し
た
い
。
本
来
な
ら
ば
人
口
問
題
は
国
が
率
先
し
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
だ
。
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
依
頼
は
、
人
口
問
題
の
地
方
へ
の
押
し
付
け
だ
。
地
域
ご
と
に
人
口
減
少
へ
の
歯

止
め
策
を
講
じ
る
よ
う
煽
れ
ば
、
自
治
体
は
移
住
受
け
入
れ
競
争
に
走
る
ほ
か
な
い
。
そ
の
奪
い
合
い
に
費
や
す
資
金
と
労
力

を
、
地
道
な
出
生
率
向
上
策
に
充
て
て
い
た
方
が
、
国
全
体
と
し
て
は
賢
明
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
１
万
円
で
１
万
２
千
円

の
購
買
力
を
持
つ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
、
半
額
宿
泊
券
な
ど
国
が
督
励
し
た
施
策
に
は
「
安
売
り
」
手
法
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
真
の
地
方
創
生
の
た
め
に
は
、
安
売
り
で
は
な
く
、
生
産
性
向
上
を
促
す
施
策
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
っ
た
は
ず
だ
。 



次
回
第
２
５
号
は
２
０
２
５
年
３
月
１
６
日
発
行
予
定
で
す 

 

 

二
日
目
は
、
中
里
透
・
上
智
大
学
准
教
授
の
「
中
枢
・
中
核
都
市
に
集
積
進
め
よ
」
で
す
。 

 
最
近
の
地
方
創
生
は
、
出
生
率
の
地
域
差
が
強
く
意
識
さ
れ
、
少
子
化
問
題
の
克
服
が
大
き
な
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
出
生

率
の
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
る
と
、
東
京
都
は
毎
年
決
ま
っ
て
最
下
位
と
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
若
者
が
進
学
や
就

職
で
東
京
に
や
っ
て
く
る
。
出
生
率
の
低
い
東
京
に
多
く
の
若
者
が
集
ま
れ
ば
、
少
子
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、
人
口
減
少
が
加

速
す
る
。
流
れ
を
反
転
さ
せ
地
方
消
滅
を
回
避
す
る
に
は
東
京
一
極
集
中
の
是
正
が
急
務
で
あ
る―

。
こ
の
よ
う
な
認
識
が
地

方
創
生
の
取
り
組
み
を
支
え
る
基
本
的
な
構
図
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
出
生
率
が
低
い
」
と
さ
れ
る
時
に
参
照
さ
れ
る

の
は
合
計
特
殊
出
生
率
と
い
う
指
標
だ
。
こ
の
指
標
の
分
母
と
な
る
女
性
人
口
は
未
婚
女
性
も
含
ま
れ
る
。
未
婚
女
性
が
数
多

く
流
入
す
る
地
域
で
は
お
の
ず
と
出
生
率
が
低
く
な
る
。
東
京
都
中
央
区
の
出
生
率
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
推
移
し
て
い

る
。
こ
れ
は
「
人
口
密
度
が
高
く
生
活
環
境
が
悪
い
東
京
で
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
に
く
い
」
と
い
う
先
の
見
解
と
矛
盾
が
生
じ

る
。
つ
ま
り
、
東
京
一
極
集
中
と
少
子
化
問
題
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
問
題
な
の
だ
。
ま
ず
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
な
ぜ
若
年

層
の
多
く
が
地
元
を
離
れ
東
京
に
い
っ
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
の
提
案
は
、
札
幌
・
仙
台
・
広
島
・
福
岡
な

ど
の
各
地
域
の
中
枢
・
中
核
都
市
へ
の
集
積
を
進
め
、
東
京
に
対
抗
で
き
る
都
市
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。「
多
極
分
散
」
は
政

治
的
な
理
念
と
し
て
は
大
切
だ
が
、
過
度
の
分
散
を
志
向
す
る
と
東
京
一
極
集
中
は
い
つ
ま
で
も
是
正
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、

首
都
直
下
地
震
の
発
生
な
ど
で
「
首
都
消
失
」
な
ど
の
リ
ス
ク
へ
の
備
え
に
も
な
る
。
短
期
的
に
は
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
地

域
間
格
差
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
放
っ
て
お
け
ば
東
京
に
流
出
し
て
し
ま
う
人
材
や
企
業
を
地

域
内
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
長
い
目
で
み
る
と
地
域
全
体
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
今
地
方

創
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
半
世
紀
の
間
に
生
じ
た
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
変
え
る
べ
き
も
の
と
変
え

て
は
い
け
な
い
も
の
を
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。 

 

三
日
目
は
、
山
崎
朗
・
中
央
大
学
教
授
の
「
地
域
の
潜
在
力
を
付
加
価
値
に
」
で
す
。 

 

政
府
の
地
方
創
生
策
を
検
証
し
た
い
。
岸
田
文
雄
前
政
権
は
、
地
方
創
生
策
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
を
掲
げ

た
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
は
雇
用
を
削
減
す
る
生
産
性
の
向
上
だ
。
例
え
ば
、
医
療
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
や
処
方
箋
の
配
送
が
本
格
化
す
れ
ば
、
地
方
の
病
院
や
調
剤
薬
局
は
淘
汰
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
デ
ジ
タ
ル
化
は
地
方
創
生

に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
作
用
す
る
。
ま
た
地
方
創
生
第
２
期
と
し
て
、「
東
京
圏
へ
の
転
入
超
過
ゼ
ロ
」
と
い
う
実
現
困
難
な
目

標
を
設
定
し
、
東
京
都
と
他
の
地
域
と
の
対
立
を
あ
お
っ
た
。
し
か
し
、
時
間
軸
を
伸
ば
せ
ば
、
東
京
都
も
消
滅
可
能
性
都
市

で
あ
る
。
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
は
何
を
重
視
し
て
進
め
る
べ
き
か
。
３
つ
提
案
す
る
。
第
１
は
輸
出
促
進
。
福
島
第

１
原
発
の
処
理
水
放
出
で
、
中
国
向
け
水
産
物
輸
出
は
い
ま
だ
再
開
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
や
口
蹄
疫

（
こ
う
て
い
え
き
）
の
発
生
を
受
け
て
規
制
さ
れ
て
い
る
牛
肉
・
豚
肉
の
中
国
輸
出
も
協
議
中
の
ま
ま
だ
。
政
府
の
粘
り
強
い

交
渉
に
よ
り
、
早
期
の
輸
出
再
開
を
目
指
す
べ
き
だ
。
第
２
は
輸
入
代
替
の
促
進
。
た
と
え
ば
小
麦
。
う
ど
ん
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
る
香
川
県
だ
が
、
原
料
の
小
麦
の
栽
培
面
積
は
１
９
６
２
年
の
１
万
８
０
０
０
㌶
を
ピ
ー
ク
に
２
３
年
は
２
６
３
０

㌶
ま
で
減
少
し
た
。
小
麦
は
国
内
自
給
率
が
低
く
、
う
ど
ん
作
り
に
は
輸
入
小
麦
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
地
元
産
の
小

麦
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
、
食
材
輸
送
時
の
環
境
負
荷
軽
減
や
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
重
要
だ
。
第
３
は
移
動
に
か
か

る
時
間
と
費
用
の
削
減
。
全
国
に
９
９
３
あ
る
港
湾
と
９
７
あ
る
空
港
を
有
効
活
用
す
れ
ば
、
中
国
・
韓
国
・
台
湾
・
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
か
ら
の
さ
ら
な
る
誘
客
や
貿
易
促
進
が
可
能
だ
。
輸
出
促
進
の
た
め
の
国
際
交
渉
や
規
制
緩
和
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

湾
港
で
の
早
朝
入
国
審
査
、
離
島
空
港
の
運
用
時
間
延
長
、
ガ
ソ
リ
ン
税
や
高
速
道
路
料
金
の
引
き
下
げ
な
ど
国
が
担
う
施
策

は
多
い
。
政
府
は
先
の
３
つ
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
潜
在
力
を
付
加
価
値
に
転
換
す
る
よ
う
な
政
策
や
事
業
支
援
に
注
力
す
べ

き
で
あ
る
。 

 

地
方
創
生
相
発
足
当
時
、
私
は
石
川
県
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
あ
り
、
当
時
か
ら
注
目
す
る
テ
ー
マ
で
し
た
。
事
実
、

子
ど
も
達
が
通
っ
て
い
た
小
学
校
は
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
在
学
中
に
隣
の
小
学
校
と
合
併
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
他
人
事
で

は
な
く
記
事
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
識
者
３
人
の
指
摘
は
的
確
で
す
。
し
か
し
、
一
番
大
切
な
の
は
片
山
特
任
教
授
も
言
う
よ

う
に
「
主
役
で
あ
る
住
民
と
自
治
体
が
主
体
性
と
当
事
者
意
識
を
持
つ
こ
と
。
地
域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
切
り
盛
り
す
る
。

地
域
の
将
来
に
責
任
を
持
つ
覚
悟
を
す
る
。
国
の
指
示
と
資
金
を
当
て
に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
率
先
し
て
解
決
に
乗
り
出

す
積
極
性
が
欲
し
い
。」
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 


